各種の牽引走が疾走中の地面反力に及ぼす影響 by 阿江 通良 et al.
各種の牽引走が疾走中の地面反力に及ぼす影響
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インパクト型接地の地面反力の変化
実線は全力走,破線は努力度合90％での張力2ｋｇ
による牽引走,点線は最大努力での張力3ｋｇによ
る牽引走を示す。
、
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ノンインパクト型接地の短距離選手による
インパクト型接地の例
図４
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を検討した。その結果，以下のような結論とトレ
ーニング実践への示唆を得た。
①水平左右，水平前後および鉛直方向のピーク
値，ピーク出現時間，力積などには，統計的
な有意差はなかった。しかし，支持期後半の
時間が短縮し，ピーク出現時間が短縮する傾
向がみられた。
②支持期後半の力積は，全力走に比べて小さく
なるので，疾走能力を総合的に高めるには支
持期後半のキックカを強化するトレーニング
手段を取入れる必要があろう。
③牽引走に習熟すれば，力学的には全力走と大
きな相違のない疾走を行なうことができる。
④最大努力で大きな張力による牽引走を行なう
場合には，肉離れなどの傷害が発生しやすい
ので，接地距離および鉛直地面反力が大きく
なりすぎないように十分注意する必要がある。
⑤習熟的ねらいでの牽引定トレーニングでは，
最大下努力での2ｋｇ程度の張力による牽引走
が薦められる。しかし，この場合ても，接地
距離および゛鉛直地面反力が大きくなると，傷
害が発生する恐れがあるので，十分注意する
必要がある。
３．地面反力の変化からみた牽引定と肉離れの予
防について
図２に示した試技のうち，牽引走３では，鉛直
方向のピークが著しく大きい。この試技は被験者
Ａが左大腿後部に痛みを感じ，以後の試技を中止
したときのものである。この試技では，被験者が
forceplatformに左足をあわせようとしたため，
ストライドが伸び,接地距離が全力走よりも約7ｃｍ
大きくなった。このような動きは跳び込むような
接地を生じ，そのため鉛直方向の地面反力が大き
くなり，脚に大きな負担を与えると考えられる。
図４は，ノンインパクト型の被験者が牽引走２
でインパクト型の接地を行ない，大きな水平およ
び鉛直の地面反力を示したが，傷害を生じなかっ
た例である。
飯干ら2)は,肉離れを経験した短距離選手の疾走
フォームを分析し接地距離が長くなると，大腿
後面の筋群への負担が大きくなることを指摘して
いる。飯干らの報告から推測すると，この試技に
おいて地面反力が大きいにもかかわらず，傷害が
生じなかったのは，接地距離が全力走と比べてあ
まり大きくなかったこと（約3ｃｍ)，努力度合が９０
％で牽引力も2ｋｇであり，疾走速度が小さかったこ
となども幸いしたと考えられる。
このようなことから，ストライド，特に接地距
離の延長は股関節回りのモーメントアームを長く
し，股関節を屈曲させる地面反力のモーメントを
大きくするので，股関節を伸展する筋群には大き
な負担になると考えられる。したがって，牽引走
による傷害を予防するには，接地距離が大きくな
りすぎないようにするとともに，努力度合をやや
下げ，牽引力をあまり大きくしないことが役立つ
と考えられる。このことは，村木ら6)が疾走技術の
習熟をねらいとする場合の適正牽引力を2ｋｇ程度と
していることとも符合するものである。
本研究の実験に際しては，筑波大学陸上競技部
の短距離，跳躍，混成の各ブロックの学生，大学
院生諸氏には多大かつ献身的な協力をいただいた。
また実験資料の整理に際しても多大な労力を提供
していただいた｡ここに記して感謝の意を表する。
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